
　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
2
0
2
5

年
に
は
多
死
社
会
が
顕
在
化
し
ま
す
。

死
亡
数
は
2
0
3
8
年
ご
ろ
が
ピ
ー

ク
で
あ
り
、
現
在
の
1
・
5
倍
の
年
間

1
7
0
万
人
に
な
り
ま
す
。
現
在
80
％

程
度
が
医
療
機
関
で
亡
く
な
り
、
在
宅

看
取
り
は
13
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

病
床
数
は
削
減
の
方
向
で
あ
り
、
慢
性

期（
療
養
型
）
病
床
も
医
療
必
要
度
が

低
け
れ
ば
制
限
さ
れ
ま
す
。
介
護
力
も

不
足
し
て
い
る
た
め
、
在
宅
看
取
り
に

も
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
介
護

老
人
保
健
施
設
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム（
特
養
）・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅（
サ
高
住
）・
小
規
模
多
機

能
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、
多

様
な
施
設
や
住
ま
い
で
の
看
取
り
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

認
知
症
等
が
進
行
す
る
と
嚥え

ん
げ下

障
害
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
当
院
で
は

胃い
ろ
う瘻
な
ど
の
経
管
栄
養
を
勧
め
て
い

ま
せ
ん（
数
年
の
延
命
効
果
を
説
明
す

る
と
、
家
族
も
希
望
さ
れ
ま
せ
ん
）。

補
液
で
も
数
か
月
延
命
す
る
の
で
す

が
、
当
院
で
看
取
ら
ざ
る
を
え
な
い

こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
在
宅
復
帰

を
支
援
す
る
当
院
の
本
来
の
働
き
が

困
難
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
も
徐
々
に
疲
弊
さ
れ
面
会
に
来
ら

れ
な
く
な
る
な
ど
理
想
的
と
は
言
え

な
い
状
態
で
す
。

　

そ
こ
で
当
院
で
は
嘱
託
医
制
度
や

訪
問
診
療
を
用
い
、
特
養
や
サ
高
住

で
の
看
取
り
を
試
し
て
い
ま
す
。
補

液
や
喀か
く
た
ん痰
吸
引
な
ど
が
十
分
に
で
き

ず
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
は
で
き
な

い
こ
と
の
良
さ
も
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
余
分
な
補
液
で
浮む

く腫
ん
だ
り

痰
が
増
え
た
り
す
る
の
で
、
あ
え
て

し
な
い
ほ
う
が
良
い
の
で
す
。
数
日
・

数
週
間
の
経
過
と
な
っ
て
も
、
む
し

ろ
短
期
集
中
で
よ
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

施
設
看
取
り
は
で
き
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
在
宅
看
取

り
の
延
長
と
考
え
れ
ば
介
護
職
が
家

族
の
役
割
を
補
完
し
て
く
れ
る
仕
組

み
で
す
。
肺
炎
な
ど
で
入
退
院
を
繰

り
返
せ
ば
、
看
取
り
段
階
は
自
明
の

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
医
療
職
・
介

護
職
・
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
提

供
の
も
と
に
合
意
を
形
成
で
き
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
良
い
看
取
り
が
で
き
る
仕

組
み
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

在
宅
は
も
ち
ろ
ん
施
設
で
の
看
取
り

の
体
験
を
積
み
重
ね
、
こ
の
地
域
で

の「
良
い
看
取
り
」
と
は
何
か
を
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

施
設
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
考
え
る

ー
介
護
職
が
補
完
す
る
「
在
宅
看
取
り
に
代
わ
る
も
の
」
ー

笠
間
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立
病
院
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し
つ
か塚 
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小
原
の
住
吉
山
小
原
院
広
慶
寺
は
、
小

原
城
主
里
見
義
俊
が
、
曹
洞
宗
の
養よ

う

堂ど
う

祖そ
ぜ
ん
し
禅
師
の
道
風
を
慕
っ
て
開
き
ま
し
た
。

里
見
氏
の
先
祖
は
、
清
和
源
氏
新
田
氏

の
分
流
で
、
新
田
義
重
の
次
男
義
俊
が
、

上じ
ょ
う
し
ゅ
う
う
す
い
ぐ
ん

州
碓
氷
郡
里
見
郷
（
群
馬
県
）
を
所
領

と
し
て
里
見
を
姓
と
し
ま
し
た
。
里
見
氏

は
、
室
町
時
代
に
鎌
倉
府
の
奉ほ

う
こ
う
し
ゅ
う

公
衆
と
な

り
、
高
萩
の
手た

づ
な綱
郷ご

う

や
宍
戸
荘
の
志し

た

り
多
利

柳や
な
ぎ
ご
う
郷
（
小
原
地
方
）
を
領
有
し
て
い
ま
し

た
。
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
常
陸
国

の
財
産
家
を
書
き
出
し
た
「
常
陸
国
中

富ふ
ゆ
う有
仁に

ん
と
う等
人
数
注
文
写
」
に
「
里
見
四
郎

宍
戸
荘
内
志
多
利
郷
知
行
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
の
房
総

の
里
見
氏
も
同
族
で
す
。

「
広
慶
寺
縁
起
」
に
は
、「
文
亀
二
年

（
一
五
〇
二
）
正
月
二
十
八
日
小
原
城
主

里
見
七
郎
源
義
俊
公
開
祖
養
堂
禅
師
ノ
道

風
建
寺
字
附
好
田
十
五
貫
ヲ
付
シ
仏
共
ニ

充
ツ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
養

福
寺
仁
王
像
の
胎
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た

墨
書
紙
片
に
「
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）

二
月
九
日
大
旦
那
常
陸
介
源
家
俊
並
家

国
、
同
子
息
二
郎
義
治
、
三
郎
里
景
、
豊

王
里
元
」
と
あ
り
ま
す
。

小
原
地
方
を
支
配
し
て
い
た
里
見
氏

の
居
館
跡
は
、
小
原
香
取
神
社
の
東
側
台

地
、保ほ

ろ

わ
呂
輪
神
社
後
方
の
小
屋
越
の
台
地
、

そ
し
て
小
原
字あ

ざ
た
ち館
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
里
見
氏
が
小
原
を
領
有
し
て
七
十
年

ほ
ど
経
た
文
亀
の
頃
、
義
俊
が
小
原
城
を

築
い
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

ろ
広
慶
寺
も
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

広
慶
寺
に
は
、
笠
間
市
指
定
文
化
財

の
「
涅ね

は
ん
ず

槃
図
」「
高
寺
二
号
墳
」
が
あ
り

ま
す
。「
涅
槃
図
」
は
、
江
戸
初
期
に
描

か
れ
た
も
の
で
正
保
年
間
（
一
六
四
四
～

一
六
四
七
）、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～

一
八
四
三
）に
修
理
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
二
月
十
五
日
の
お
釈
迦
さ
ま
の
命
日

に
公
開
さ
れ
ま
す
。

高
寺
二
号
墳
は
、
直
径
一
八
ｍ
、
高
さ

五
・
六
ｍ
ほ
ど
の
円
墳
で
、
昭
和
五
十
年

に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
出
土
品
（
直
刀
・

銀
耳
環
・
管
玉
等
）
は
旧
友
部
町
の
指
定

文
化
財
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。

義
俊
の
墓
は
、
広
慶
寺
墓
地
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
り
、
石
塔
に
「
小
原
院
雄
山
長
英

大
居
士
」
霊
位
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
雄

山
長
英
の
名
は
、
広
慶
寺
の
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘
に
も
刻

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
梵
鐘
は
戦
時
中

軍
に
供
出
さ
れ
、現
在
の
鐘
は
二
代
目
で
、

毎
朝
六
時
（
夏
は
五
時
）
に
撞
か
れ
、
時

を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
広
慶
寺
の
近
く

に
は
、
小
原
神
社
・
保
呂
輪
神
社
・
諏
訪

古
墳
・
山さ

ん
の
う
づ
か

王
塚
古
墳
等
の
一
本
松
古
墳
群
・

小
原
城
跡
な
ど
が
あ
り
、
散
策
に
絶
好
の

コ
ー
ス
で
す
。（

市
史
研
究
員　

南み
な
み　

秀ひ
で
と
し利
）

小
原
広こ

う
け
い
じ

慶
寺
の
里さ

と
み見

義よ
し
と
し俊

の
墓

里見家の墓地（広慶寺）
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